
５．防災意識改革と防災教育の推進

幹事機関：三重県
副幹事機関：中部地方整備局
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Ａ．防災リーダーの育成
課題１：防災業務に直結する防災リーダー育成の充実
課題２：防災リーダーの活動に関する情報共有・連携
課題３：若い世代の参加促進

Ｂ．地域の防災活動・防災教育の充実
課題４：地域の災害特性を理解するための取組の充実
課題５：地域と連携した実践的な取組の促進
課題６：今後１０年の間で活用できる防災教育に関す

る手引きの充実
Ｃ．被災記録の活用
課題７：県内の被災記録の整理・集約化
課題８：過去の災害から得られる教訓の活用

「防災意識改革と防災教育の推進」＜中部圏の取組＞

○平成２４年度に「防災意識改革と防災教育の推
進に関する検討会」にて、中部圏（長野県、岐阜
県、静岡県、愛知県、三重県）の防災部局及び教
育部局が主体として取組べき共通の課題を整理し、
取組方針を策定。

○「中部圏としての取組方針」の推進を図るため、
定期的（年２回程度）に５県の担当者による情報
共有及び意見交換を実施。

対 象：中部５県に属する２３７市町村の防災部局、
教育委員会及び管内の公立小中学校

方 法：ウェブアンケート調査
期 間：平成２５年１１月１９日～１２月６日
内 容：「中部圏としての取組方針」のうち、市町村が

関係する取組方針に対して設問を構築
回答率：市町村防災部局 ６４％（１５１／２３７）

市町村教育委員会 ７１％（１６９／２３７）

公立小中学校 ７４％（２８６３／３８９１）

大規模災害から被害を最小限にするため、自らの身の安全は自ら守る「自助」、自ら
の地域は皆で守る「共助」を基本に、地域性を踏まえ防災意識改革と防災教育の推進
に関する検討などを行う。

「中部圏としての取組方針」の推進を図るため、情
報共有及び意見交換等のための担当者会議を実施。

■平成25年4月24日
■平成26年2月 3日

「中部圏としての取組方針」の策定 平成２５年度の取組

担当者会議の開催

アンケート調査

「中部圏としての取組方針」で策定した各課題に
取り組むための基礎情報として、各市町村におけ
る取組状況や課題等について調査を実施。

今後、アンケートにより得られた情報を活用し、
具体的な取組の推進を図る。
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課題１：防災業務に直結する防災リーダー育成の充実
１－１ 防災リーダーになるべき人の育成に力点を置いた取組の実施
１－２ 防災リーダーの育成・フォローアップ（スキルアップ）に関する教育内容等を情報共有
１－３ 各県で共通利用可能な教材を整備

課題２：防災リーダーの活動に関する情報共有・連携
２－１ 防災リーダーについてリスト化し、情報共有
２－２ 防災リーダーの活動状況を情報共有

課題３：若い世代の参加促進
３－１ 講座内容等、取組を情報共有
３－２ 子供が親になるまでの２０年を一区切りとした継続的教育を実施
３－３ より幅広い世代に講座を拡大

課題４：地域の災害特性を理解するための取組の充実
４－１ 地域の防災教育の内容を情報共有
４－２ まち歩きなど体験型の活動を促進
４－３ 住民が自分で学習できる仕組み、より分かりやすい教育ツールの開発・展開

課題５：地域と連携した実践的な取組の促進
５－１ 取組内容の情報共有
５－２ 被災地での経験を生かした地域連携の強化
５－３ 地域と連携した防災訓練、講演会などの充実化

課題６：今後１０年の間で活用できる防災教育に関する手引きの充実
６－１ 防災教育の手引き、教材等を情報共有
６－２ 教職員への研修内容・教材の共通化

課題７：県内の被災記録整理・集約化
７－１ 被災記録の収集状況・提供状況を情報共有

課題８：過去の災害から得られる教訓の活用
８－１ 災害の伝承方法、風化させない取組の情報共有
８－２ 防災リーダー、教員等に対する研修の場での活用（被災記録、災害の教訓を教材化）

調査内容（取組方針）
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課題１：防災業務に直結する防災リーダー育成の充実
【現状】・多くの市町村で、独自に、あるいは県などのプログラムや教材を活用しながら実施
【課題】・他市町村や県とのさらなる連携、情報の共有

課題２：防災リーダーの活動に関する情報共有・連携
【現状】・多くの市町村で把握されている一方、共有方法等の欠如により把握されていない場合もあり
【課題】・各市町村の状況に沿った防災リーダーの把握・共有

課題３：若い世代の参加促進
【現状】・非常に多くの小中学校において実施
【課題】・高校生以降も継続的に行われるよう、県との役割分担等を明らかにしながら実施

課題４：地域の災害特性を理解するための取組の充実
【現状】・多くの市町村実施されるも、体験型学習や教育ツールの開発などが行われている例は比較的少数
【課題】・既存のシステムやノウハウを用いて体験型学習等の防災教育が行えるような講師（案内人）の育成

課題５：地域と連携した実践的な取組の促進
【現状】・防災訓練・避難訓練といったイベント形式の実施例が多数
【課題】・地域で行われる各機関による取組の情報の把握・共有と効果的かつ効率的な主催・参加

課題６：今後１０年の間で活用できる防災教育に関する手引きの充実
【現状】・学校独自、あるいは県作成のものを利用する場合など、状況に応じて整備・活用
【課題】・教職員等の研修の充実、講師、受講者双方にとって使いやすい教材の整備・活用

課題７：県内の被災記録整理・集約化
【現状】・多くの市町村で実施
【課題】・効率的な収集や効果的な活用方法について引き続き県や他市町村との情報共有・連携

課題８：過去の災害から得られる教訓の活用
【現状】・実施している市町村としていない市町村が同程度
【課題】・近隣市町村や県と情報共有を行いながら、既往災害に関して効果的な伝承の取組の実施

調査結果（現状と課題）
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アンケートにより得られた情報を活用し、
引き続き「中部圏としての取組方針」の具体的な取組の推進を図る。


